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一英国海外航空機遭難時の総観気象状況＊

一富士山頂と自由大気中との異常な温度差にっいて一

中 山 章躰

　要旨：1966年3月5日富士山の風下側でB・0・A・C・機が遭難した時の総観気象状況について解析した．そ

の結果，大規模現象としての下降流の場にあり，一方山頂では山体に沿う強制上昇のため山頂の温度は自由

大気中より約8。Cも異常に低いことが確認された．これが山岳波とどのように結びつくかは理論又は実験

による以外ないが本文ではこの異常がどのような総観気象状況のもとに発生したかについてだけ述べる．

　1。　事故発生時と解析時との関係

　航空機事故は1966年3月5日14時頃，富士山東南東の

高度約4．8kmで起ったと推定されている．航空機を破

壊するような大規模気象現象軸＊がごく短い時間だけ存

在したものかそれとも高層観測時の00Zにも既に存在

していたものかはわからない．何故なら全く同一地点，

同高度を飛んだものは他には無いからである．しかし4

日23Zにも富士山の南を飛んだBoeing727型機（全日

空KK）が5～6kmの高度で強い乱気流を観測してい

ることから大規模気象現象としては多分に似た状況であ

ったと推測される（仁科事故調査委員資料）．

　00Zと12Zの寒気の移動からは大きな変化はないよ

うに見えるがこれは見掛けだけかも知れない．それ故，

ここでは00Zの状況だけにっいて述べる．従って本文は

直接航空機事故とは結びついていないことを断ってお

く．自由大気中と山頂との気温差については既に指摘さ

れているが本例は異常なものであり，小規模現象として

の山岳波を研究する場合何かの参考になれば幸である．

　2．　3月4日12Zから5日00Zまでの変化

　4日12Zには低気圧（996mb）は日本海にあり，これ

から南東と南西にそれぞれ温暖前線，寒冷前線をもって

いる．850mb（第1図）ではこの前線とは別に非常に顕

著な傾斜の急な前線面が北海道付近から南西（西南西）

にのびて朝鮮に達している（第1図のPPノ）．この寒気

は3日12Zから4日12Zまでは余り南下していないが

地上低気圧の北東進につれて後面に侵入してきた．問題
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　＊A．Nakayama：Synoptic　Situation　for　B．0．A．C．

　　Aircraft，s　Accident　on5March1966．

紳東京航空地方気象台
＊＊＊（註）大規模現象じょう乱の中に小規模じょう乱が

　　あると仮定しての意味である．

　　一1967年2月17日受理一

第1図　1966年3月4日1200Z850mb天気図
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の気象条件はこの寒気にずい伴したものである．

　5．　5月5日00Zの大気の構造

　3・1　下層の状況

　第2a図は5日00Zの地上天気図で第1図の日本海の

低気圧は00Zには北海道の南まで移動した．寒冷前線

は八丈島のシーケンスによれば気圧変化では4日19～20

Z，風向変化では3時間遅れて通過していること，及び

富士山頂レーダー・エコーから正確に決めることができ

る．しかしFノ付近の前線の位置には問題が残るが700

mbの気圧の谷とを考え併せると西側のくぼみは気圧の

谷と考えた方が適当である．又，RQCの寒冷前線は第

1図のP　Pの寒気が東進したもので，低気圧L且の発

達によりQCの部分では寒気移流が大きくなったがRQ

ではない．（このためQCの後面では気圧急昇がある）

　この寒冷前線の曲りは第2a図のレーダー・エコー合

、天気”14．5．
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　第2a図　1966年3月5日0000Z地上天気図
黒い部分はレーダー・エコー，細い破線は1000～

500mbの層厚線（50m間隔），太い破線は気圧傾

向（mb／3hr）で点々の部分は＋4mb／hr以上の
区域
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成図にも見ることができる．しかし同じ時間（4日2358

Z）のESSA－2号の写真では日本海の雲と一緒になって

これを判別することはでぎない．この寒気の一部は関ケ

原付近（C）を通って関東の南海上にも達しているが主

な寒気は東又は東北東進し06ZにはQノ，Cノを結ぶ線に

達している．2つの気象衛星の写真（2358Zと0430Z）

から求めた雲の境界の移動速度は100km／hrで（第3
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破線の矢羽根は非地衡風を示す
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　第3図　2つの気i象衛星から求めた雲域の移動と

・…Zの7・・mb流線とVヤ（一舞）＿，，mbの

値（300km間隔）．寒気移流の大きい所で雲域の移
動の大きいことに』注意

図）前線の移動速度（50km／hr）と一致していない．こ

れは前面の暖気の下降運動と関連しているからである．

　3・2　上層の状態

1967年5月

第2c図　1966年3月5日0000Z300mb天気図

　第2a図の5日00Zの層厚図によると寒気は太平洋岸

まで背が高くそれより南では低いことがわかる．中部地

方南部についてみた場合等圧面天気図の大きな特長は，

500mb（第2b図）および600mbにみられる．すなわち

　（i）　八丈島では可成大きな非地衡風がある．

　（ii）浜松付近では気温が約20C高い．

ことである．この事実は重要なので§4で述べる．強風

軸は輪島付近にありこの北側の秋田付近には圏界面沈下

（第2c図）湊ある・第2a図の気圧傾向分布が寒玲前線

QC付近で大きな傾度であるのは寒気の傾斜が大きいた

めである．何故なら地上の気圧傾向は収束分布と密度移

流で決まるが700mbでは秋田の西に気圧の谷があり，

この付近は発散であるべぎだが気圧傾向では大きな上昇

域であること及び秋田の前12時間温度差では圏界面まで

同じように下降していることからもわかる．
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　この種の寒気の構造にっいてはW・Schwerdtfeger

（1964）1）の報告にもあるが傾斜は極めて急であると考え

られる．この様子は八丈島一浜松一輪島の断面図にも見

られる．第4図の断面図の要約は

　1．寒気の傾斜は浜松付近で急になっている．

　2．寒気，暖気とも下降運動がありT－Tdから下降運

動の最も強いのは浜松（富士山）付近で高度は600mbよ

りやや下方であると推定される．第4a図のS　Sノは暖気

との境界面ではなくて沈降の最も大きい層にできたもの

である．EE！は寒暖両気とも下降運動をしているのでエ

マグラム上では気温減率の急な変化としては見られにく

いが各地の気温分布には見られる＊．（第5図参照）
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第5図　1966年3月5日OOOOZの状態曲線
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HAMAMATSU　　HACHIJO

第4ab図　1966年3月5日0000Zの八丈島一
　　　　　輪島間の断面図

太い実線は前線面および圏界面　（a）図の細い

実線は等温位線；　（b）図の実線は等風速線，

破線はT－Tdを示す

　3・　Rの前線面は関ケ原付近（第2a図のC）を先行

した寒気である．00Zの秋田，仙台の寒気移流（第1表）

第1表 仙台，秋田の0000ZのV・▽Tの値
（△S＝300km）1966年3月5日

言凌迦速」

地上

850
700
500

秋　　田

一4×10－4

－8×10－4

－9×10－4

－12±10－4

仙　　台

一1×10ロ4

－11×10曙4

－13×10軸4

－9x10－4

＊（註）第2a図のRQの前線に伴う寒気も第4図の

　断面図に類似し札幌と稚内の間にあり寒気頂はお

　よそ500mbである．このことからもRQCの前
　線は同じである事がわかる．

20

では700，500mbで大きく低層では小さいことから寒気

の主要部分は急傾斜をもって東進したことがわかる．な

お断面図のF　Fノは第2a図の寒冷前線F　F1に対応する

ものである．

、天気”14．5．
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　4．極前線ジェットは輪島の350mb付近，亜熱帯前

線は八丈島と館野付近にあり亜熱帯ジェットは八丈島の

少し北の200mb付近にある．

　4・　極ジェマト流の南側の下降流

　§3，3・2の（a），（b）項について考える．V50・▽

（一劣）＿㈱（第6図）の大き馳域は奥羽地拠
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第6図　1966年3月5日0000Zの
V5・・▽（一謝、＿，mb（4・・km間

隔）の値（×10－2）
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　勿論，ω一方程式では渦度は地衡風渦度を用いなけれ

ばならないがそうすると等高線を書く場合の主観が入る

ので実測風渦度を用いたがこの場合億定性的に符号澄け

を考えているので問題は少ない．中部地方南部ではω一

方程式の右辺第2項は比較的小さく鉛直流は右辺第1項

と平衡した運動をしている筈であるが700mb以下では

第2項が卓越していることが天気図からわかる．渦度移

流項と鉛直流が平衡しているのは700～400mbの間で

（第7図）こうしてでぎたのが浜松付近の500mb（600

mb）の昇温域でこの考えで描いたのが500mbの等温線

である．又，八丈島の非地衡風は力学的不安定によって

発生したものと解釈3）できる．
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富士山付近では比較的小さい．ここでは大規模現象運動

を考えているので鉛直流はω一方程式＊で平衡している筈

である．第2b図でA，B，C点を通りジェット軸に直角

の実測風渦度を400kmの間隔について求めるとA，C点

（第2表）では500，400mbでは絶対渦度が負になって

第2裳　A，B，C点（第2b図参照）における
　　　　ジェヅト軸南の渦度（△S＝・400km）

lO2030405060708090100110120130KTS

第7図　1966年3月5日0000Zの輸島，潮岬の風
　　　　速断面図と渦度

高度

地点一

700
500
400

A 1
一3×10電5

－6×10－5

－8×10－5＊

B

一3×10－5

－3×10－5

－3×10噂5

C
一3×10’一5

－9×10『5（？）＊

一9×10胃5（？）＊

（註）＊印は力学的不安定

いるところもあり第1項から下降流が期待される．ただ

し，この計算にはC点の風速も輪島と同じと考えた．こ

の仮定は輪島の06Zの風がOOZより強いので矛盾は少

ないだろう．

　　　　　　　　∂2ω　　　∂＊（註）S▽2ω＋ん2臓r＝ん万〔Vg●▽（∫＋ζ9）〕＋

　▽2（Vg・▽α）

　ωは▽2から求めなければならないが定性的には
　卿＝・一6ω（但し6＞0）とおける2），

一2

恥

O

．ぜ遡髪ク
　略　　　　　　　　　諺
　　　　　　　　1軸4

　　　　　　　　　　し

＼　　＼＼　　　　～『～O

第8図　1966年3月5日0000Zの富士山頂
　　　　高度（623mb）の等温線

1967年5月

　5．　富士山頂と自由大気中との気温差

　第8図は富士山頂高度623mbの等圧面天気図である．

§4の考えで等温線を描くと山頂の気温は自由大気中と

較べ約80C低い．又丁一Td（T：気温，T4：露点温度）は

山頂では20Cで自由大気中と較べると非常に小さい．浜

松付近の700mbの空気が上昇したのではT－Tdは2。C

にはならないし2。Cになるほど下層の空気が山頂まで

上昇すると考えるのは不合理である．しかし富士山付近

にT－Tdの水平分布の不連続があり，山頂の空気は米子
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と輪島の中間付近の寒気内から移流してきたものである

から山頂の観測値と矛盾しない．00Zには輪島，米子の
一
2
地
点 では比湿が同じであるので山頂気温とT－Tdから

山頂に到達した元の空気塊の高度を求めると約700m下

方から上昇してきたことになる（これは富士山にある大

きな沢を考えればよいだろう）．

　こうして山頂の気温は自由大気中と大きな差を生じた

と解釈される．このように大きな差を作る条件は

　（i）　自由大気中では下降運動をし山体に沿って寒気

　　は強制上昇させられること．

　（ii）大気が乾燥していること．大気が湿っていると

　　山体に沿う上昇運動によって生ずる気温低下は湿潤

　　断熱減率になり温度下降量が小さくなる．

　（iii）　大気の安定度に関係すること．山頂付近が安定

　　層の中にある時に最も大きくなる．

に起因する．この気温差が乱気流とどのように結びっく

かを推測することは適当ではないが山の風下側で大きな

鉛直流を発達させるような要素を充分持っていることは

対流実験4）から推測される．

　6．　感　謝

　この報告の作成にあたり伊藤東京航空地方気象台長よ

り多くの御教示をいただいた．又製図は山田睦子嬢にし

ていただいた．なおこの報告は仁科事故調査委員（東京

管区気象台長）の命令で行ったものの一部である．記し

てお礼申し上げる．
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第4回災害科学総合シンポジウム講演募集

　文部省科学研究費特定研究（災害科学）の災害科学総合研究班（研究代表者徳島大学長　理博長谷川万吉）

が中心となり，災害科学に関する研究発表と討議の機会を提供する目的を以て，下記により総合シンポジウムを

開催いたしますので，本学会はこれを後援することにいたしました．ふるって御参加下さるようご案内します．

1．期　　日　　昭和42年10月23日（月）10．00～17．00

　　　　　　　　　　　　　　24日（火）9．00～12．00

2．場所仙台市宮城県民会館
3．講演申込要項

　ω　内　　　　　容　異常気象，雪氷災害，河川災害，海岸災害，津波高潮，地盤災害，地震予知，地震動災

　　　　　　　　　　　害，火山噴火予知，農林災害，その他

　（2）講演申込締切　7月15日，講演題目，氏名，勤務先および講演内容の概要（400字以内）を記し，下記

　　　　　　　　　　　宛に申込むこと．

　（3）講演要旨の提出　締切　8月15日　所定の用紙2枚以内（図表を含む）の講演要旨を下記宛提出のこと．

　　　　　　　　　　　用紙は請求次第送付する．

　（4）申　　込　　先　仙台市片平丁　東北大学理学部地球物理学教室　鈴木次郎　電話（23）5111・内線3250

22 、天気”14．5．


